
9 広報 あそ
2012.11

　今年７月下旬に北海道で開催されたＪ１リーグの
試合で、「コンサドーレ札幌」が協力しピースボー
ルプロジェクトという取り組みを行いました。
　この取り組みは、主に発展途上国の子どもたちに
ボールを届ける事業としてピースボールプロジェク
トという団体が不定期に実施しており、今回は甚大
な被害を受けた阿蘇市に寄贈しようということで、
その試合を観戦した観客から約５０個のボールが集
められました。
　さっそく阿蘇市に届けられたボールは、今回の災
害で被災した古城小・内牧小・尾ヶ石東部小・阿蘇
中・波野中にそれぞれ届けられました。

サッカーＪ１の試合でボールを贈るプロジェクト
被災した学校にサッカーボールを！

坊中会主催　第１回駅前市
坊中のまちおこしイベント開催！

　まちおこしイベント第１回駅前市が１０月１３
日、ＪＲ阿蘇駅前の広場で行われました。
　この催しは坊中地区の商店などでつくる坊中会
（江藤俊一代表）が主催したもので、イベントを通
して地域の活性化を図ろうと行われたものです。
　当日はフリーマーケットをはじめ、阿蘇の特産品
販売や地元商店による露店が出店し、市内外からの
多くの人で賑わいました。
　また、夜には竹灯篭に火を灯す「竹灯り」が設置
され、阿蘇駅周辺に幻想的な光景が広がりました。
　なお、駅前市のイベントは地域を盛り上げるため、
今後も定期的に開催予定とのことです。

TOWN TOPICS

尾ヶ石東部小の子どもたち。

　一層のレジ袋削減に積極的に取り組んでもらおう
と 10 月 18 日、阿蘇保健福祉センターで阿蘇市レ
ジ袋削減講演会が行われました。
　講師に、ＮＰＯ法人くまもと温暖化対策センター
顧問を務める宮原美智子氏を招き、「地球環境を守
るために私たちに出来ること」と題し、レジ袋削減
に向けたこれまでの取組みの紹介や地球温暖化問
題、レジ袋削減の必要性について講演されました。
　この日は、ゴミ問題等に関心を寄せて 120 人以
上が参加し、宮原氏の講演を熱心に聞き入っていま
した。皆さんも環境を守るためにマイバッグを持参
するなど、すぐにできることを実践しましょう！

阿蘇市レジ袋削減講演会
「今、私たちにできることを考える」

　阿蘇中央高校（清峰校舎）の２年生が、家庭科学
習の一環で９月から１０月の３回にわたって、郷土
料理の実習に取り組みました。
　講師は阿蘇市生活研究グループの会（大和ふゆ子
会長）の１４名で、阿蘇の郷土料理である「だご汁」
をはじめ、阿蘇の特産品の高菜をふんだんに使った
「高菜めし」などを作りました。
　生徒たちは講師の指導に真剣に耳を傾け、郷土の
味を再現していました。また、郷土料理講習を通し
て、阿蘇の豊かな恵みを再確認していました。

阿蘇中央高校で郷土料理講習会
郷土料理で阿蘇の豊かな恵みを再確認
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視覚障がいのある園田さんマラソンで活躍！
札幌マラソンに招待選手として出場

　内牧でマッサージ院を営む園田義和さん（４８歳）は、３月に
行われた沖縄マラソン（10㎞）で上位ゴールしたことで、見事
第３７回札幌マラソン（１０月７日）の招待選手に選ばれ、同大
会でも自己最高記録を更新し健闘しました。
　園田さんは３０歳半ばからベーチェット病
により急激に視力を失い、仕事を転換するな
ど苦労をされてきましたが、６年前にマラソ
ンと出会い、以来、阿蘇市内で伴走つきマラ
ソンをしている先輩のアドバイスを受けなが
ら数多くの大会に出場しています。「病気だ
からできないっ！て思わないように何でも挑
戦し頑張っています」と園田さん。
　今回、札幌では、ぜひ成果を出したいと阿
蘇北中時代陸上部の先輩だった園田浩文さん
（西湯浦）に伴走を依頼し、友情も支えとな
り見事自己ベストを果たせたものです。

学校や地域、各種団体などで行われた催しなどを紹介します まちの
話　題

放課後子ども教室
プロの絵描きによる漫画教室に大喜び！

　本誌でも、阿蘇の懐かしい生活などのイラストを
連載中のイラストレーターあべまりあさんが、市内
３つの小学校の放課後子ども教室で「漫画教室」を
開き、子どもたちに大変喜ばれました。
　漫画教室では、“漫画を描くのがうまくなる ”を
テーマに、喜怒哀楽の表情をした顔、体の動きに挑
戦。言われた通りに描いていくとふしぎふしぎ、楽
しい漫画になり、子どもたちは夢中で取り組みまし
た。最後に、あべさんオリジナルソングでの健康体
操や詩の朗読もあり、貴重な体験ができました。

▼�札幌の地で力走した
　�園田義和さん（左）と
伴走した園田浩文さん。

平成24年度ヒゴタイ高校生体験交流事業
タイの高校生が阿蘇市で国際交流

　日本に対する理解増進と青少年の交流を通じて、
次世代のリーダーを養成することを目的にタイの高
校生 30 名が 10 月 19 日から 28 日までの 10 日間
にわたり、阿蘇市に滞在しました。
　これは「ヒゴタイ高校生体験交流事業」などの一
環として毎年行われているもので、初日は阿蘇市役
所庁舎に表敬訪問し、タイで日本語を学んでいるこ
とから、生徒全員が自己紹介を日本語で披露しまし
た。
　期間中はホームステイ体験や阿蘇中央高校の生徒
との学校生活体験などが行われ、国際交流が積極的
に行われました。
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西日本シニアソフトボール大会
２日間にわたり３５チームが熱戦！

　５９歳以上を対象とした第１６回西日本シニアソ
フトボール大会が、１０月１３、１４日、農村公園
あぴか他阿蘇市内のグラウンドで開催され、１７県
７２０人の選手が参加し、熱戦を繰り広げました。
　大会は、阿蘇郡市ソフトボール協会の協力のもと
開催。１２日に阿蘇体育館で行われた開会式には、
阿蘇中学校吹奏楽部が華を添え、生演奏のもと入場
行進などが行われ、盛大な式典に選手の皆さんも感
激した様子でした。
　各県から集った選手たちは雄大な阿蘇の景観の
中、プレーを楽しみ交流が図られました。

霜神社　夜渡祭
氏子青年が夜渡相撲を奉納

　役犬原の霜神社で、８月１９日から５９日間火が
焚き続けられた火焚き神事は、１０月１６日に終わ
りを迎え、乙女揚げ神事が行われました。今年は下
役犬原が年番で、２人ずつ当番で２４時間火が消え
ないよう管理し、ご神体を温め続けられました。
　１８日は夜渡祭が行われ、神官による夜渡神楽や
氏子青年による夜渡相撲を奉納。青年たちは、地元
の人たちの声援を受けながら力いっぱい取組み、祭
りを盛り上げました。また、神社やその周辺には竹
灯りが飾られ、参拝者の目を楽しませました。

カルデラＣＵＰサッカー大会
「美しい阿蘇を取り戻そう！」が合言葉

　豪雨災害で被災した阿蘇。その阿蘇を “サッカー
の力で元気にしよう！美しい阿蘇を取り戻そう！ ”
という願いのもと、第１回カルデラＣＵＰサッカー
大会（７～９歳対象）が１０月２０日、県民運動公
園で開催されました。
　今大会では、復興募金やメッセージなどの支援活
動をはじめ、県内外チームとの交流、技術アップな
どが図られました。開会式では、６８チームを代表
し、阿蘇市から出場した「カルディアッソ」チーム
の３人が力強く選手宣誓を行いました。
　なお、復興募金については後日、大会代表の森本
和博さんらが阿蘇市役所を訪れ、試合の報告ととも
に佐藤市長に手渡されるということです。

各所で市民の方々が説明協力
熊本市の子どもたちが阿蘇を知る学習

　熊本市の出水南中学校１年生が１０月１５日、授
業の一環で阿蘇の歴史・文化・自然を知る学習を阿
蘇市内で取り組み、阿蘇神社など各所で市民の方々
が説明協力を行いました。
　昔遊びの学習に取り組んだ生徒たちは、あそ伝承
文化村ふるさとおもしろ館（うなり茶屋２階）を訪
れ、同館で毎月第４土曜に昔遊びを教えている山部
チモトさん（東 3区）ら４人から竹ヒゴ白黒あそ
びなど２４種類を学びました。
※�山部さんたちは、毎月第 4土曜午前１１時～ 12
時に「昔のうた」を歌い楽しむ催しを行っていま
す。ぜひご参加ください。
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